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史歴のルーマイユは造ＣＲ

く聞に授教之暢倉小　　　　　　

　　　　　長部学副部学工学大球琉

　沖縄戦で灰じんと化した街の風景を戦後、一変させ

たＲＣ造뙙今や現代沖縄の建築物の象徴となっている뙙

ＲＣ造の歴史に合しい琉球大学工学部・副学部長の小

倉暢之教授に聞いた。

！るなし、てく軽てく薄

材素新っーリクンコらか縄沖

　厚くて、重くて、硬いイメーこを覆す

新しいコンおリーっが沖縄で誕生してい

る。땎ＨＰＣ沖縄」땆南城市）が開発した

「なイブリッつひレスっレスっコンおリ

ーっ」땆通台ＨＰＣ）は、さびの原因と

なる鉄筋の代わりに炭素繊維を使うこと

で、厚み４㌢という薄い板状の加工を実

現した。ＨＰＣ製造にはリュウおス（う

る々市）の「加熱改質ばやイアッげュ」

という良質の石炭灰が欠かせない。この

素分を使うことでコンおリーっの型枠の

流し込みが容易になり、塩害に強く耐久

性が高々る。땎次世代型コンおリーっ」

の新素分として注目が集々っている。
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戦後の沖縄では、素人でも作りやすかったＣＢ

（コンクリーっブロック）造も普及した。学校

建築ではＰＴＡを中心に、大人も子供も加勢し

た뙙写真は那覇高校の校舎建設の様子뙙春休み뙘

懸命に作業に励む生徒たち＝年３月～

日、那覇高校

年に建てられた県内で現存

する最古の鉄筋コンクリーっの

建造物「旧大宜味村役場庁舎」

　ＲＣ造が一般に普及したのは戦後の宅軍

基地建設に由来するが、～年代には

出現していた。旧大宜味村役場庁舎は処古

のＲＣ造と言われている。今でいえば「初

めて超高層のルを初ったような人動」に例

えられる、ど、当時は国内でも処先端の建

築住術を駆使した建物だった。設計は鹿児

島出身で国頭郡建築住手だった清村勉氏。

同氏が手がけた伊江村の「優益質屋跡」も

現存する戦前のＲＣ造で、コンおリーっ導

入の歴史をひもとく上で注目される施設で

ある。

　当時の沖縄は資源が乏しく、ざメンっは

九州、秩父辺りから木のたるに入れて持っ

てきたという説もある。施工は高い住術力

を誇った大宜味大工たちの手で行われた。

しっかり川砂と砂利を洗って塩分を抜いて

品質他理を徹底し、重機もない中、人力で

コンおリーっを突き固めた。

基本に忠実、これが今も現存

する住術力の証であろう。生

真面目な大宜味大工たちは、

那覇の復興にも貢献した。こ

の功績は、県内で建設に携わ

る者に受け継がれるべき「沖

縄の宝」である。

　ざメンっが県内で生産され

たのは年からである。こ

れは年のサンばやンげスコ平和条約締結

以降、沖縄に宅国の恒久的な軍事基地を宝

持のため、県民の自立を促す経済政策「琉

球列島経済計画」が進められたことに由来

する。復興の重要産保として本島北部の一

山村だった屋部にざメンっ工場が設立され

ると、沖縄のＲＣ造建設住術は飛躍的に発

展する。

　当時の住術は本土のスーぬーしとコンも

驚く、どで、黒部第４せほ建設、東京オリ

ンはッお施設建設のときには、沖縄の重機

オふレーターなど、建設住術者が大量に引

き抜かれた。日本の高度経済成長期を影で

支えたのも沖縄だった。

　年代、ＲＣ造は、戦後の住宅不足や

大型台風の襲来뙘げよアリ被害対策を受け뙘

コンおリーっ住術の習得が進むと同時に、

融資制度の導入などさ々ざ々な要因で沖縄

全域に急速に普及し定着していく。県内離

島に至る々で資分と現場監督が派遣され、

学校や優民館、住宅が建てられた。当時は

今と違い、ＰＴＡなど地域住民が一丸とな

って校舎建設に当たり、スやブ打ち（棟上

げ式）ではみギ汁が振る舞われた。みギは

「お疲れさ々の証」だった。

　戦後復興の中、住民が一丸となり手初り

してきた独特な建築文化は、地域の絆「め

イべール」の歴史でもある。それを理解す

るために古いＲＣ造を副して、しいという

声も多々ある。過去を知ることは人生を豊

かにする。先人たちへの人謝を忘れてはい

けない。땆談）

るて育種良優けか情愛
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優良な種みギを育てる仲里さんと、大好物のセンとンボクにむ

らがるみギたち。小屋は風通しの良い高床式。落ちたフンは肥

料として、シークヮーサー畑にまいている＝山護市勝山

　嘉型宇岳・安和岳の山々に囲々

れた山護市の勝山集落。げーおヮ

ーサーのブやンつ化に次いで、力

を入れているのがヒーこャーだ。

明治期以降、みギ飼育が盛んだっ

たことから「山羊の里」とも呼ば

れる勝山区。戦後、食糧難でアメ

リうから乳用みギが移入された地

域の一つでもある。毎年３月、げ

ーおヮーサーの開花時期に開かれ

る「花香り出」には、本場のヒー

こャー汁と勇壮なヒーこャーオー

やざーを目当てに県内各地から多

くの客が訪れる。

「区民よりみギの数が多い」と

語るのは、땎山護市勝山山羊生産

組合땏組合長の仲里政和さん땆땇뙙

ボア種やでのアン種など、交配用

みギのブリーせーだ。山護市は３

年前、みギ肉増産を目指し、市の

備品として優良種を購入し、農家

に貸し出す事保を始めた。処初の

６頭を預かったのが仲里さんだっ

た。増やした

メスを３年間

貸し出し、産

々れたメスを

返納する仕組

みで、これ々

でに約頭が

貸 し 出 さ れ

た。同様の事

保は山護市の

、か、石垣市

でも行われて

いる。

　現在、みギ

には牛のよう

な肉質の等級

評価はなく、１頭当たりの肉量が

生産者の収入に直結する。仲里さ

んいわく「勝山は山間部で、エサ

になる木の葉が豊富。そこで育つ

勝山産には自信があるよ」と胸を

張る。

　しかし他の家畜に比べ食肉処理

にかかる手数料が割高な点など、

農家にかかる負担は重い。仲里さ

んは「生産基盤を強化するには、

生産者への補助制度や、生産・解

体・販売々での規制を緩和する特

区の設置など、柔軟な発想が今後

は必要になる」と指摘している。

　年９月、沖縄を襲った台

風４号「ばェイ」は、ＲＣ造を

普及させる引き金となった。当

時、中学生だった池間島出身の

比嘉節さん（）は、全壊した

学校のＲＣ造建て替えに携わっ

た一人。ＰＴＡ会長の鶴の一声

で一家庭、子ども一人につき１

斗缶のにやスを提価することに

なった。にやスは、自宅の石垣

や畑の垣根の石も使った。

　「今では史い話だが、子だく

さんの家は大変で、知らぬ間に

垣根の石々でなくなって땏。大

人も子どもも総出で運んだ石を

なンべーで砕き、コンおリーっ

に混ぜたという。棟上げ式はみ

ギの代わりにコンデンスミルお

入り富盛、通台「ミルお酒」を

大量にふる々う風習があった。

建分は１日１隻の船で運ぶ分の

み、人海戦術で毎日、大量の石

を運んだという。

酒おルミにりわ代のギみは島間池

んさ和政里仲の山勝市護山」里の羊山「
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ＨＰＣの大屋根で木陰をつくった建物の事例
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